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1. 障害学生支援における量的課題	

日本学生支援機構	(2018)	

H29 在籍障害学生数	 支援リソース	

学生支援の３階層モデル　　日本学生支援機構	(2007)	

第１層	

第2層	

第3層	 専門的
学生支援	

制度化された
学生支援	

日常的
学生支援	

増加する障害学生に対し、直接支援を担う人材は少ない
制度化された学生支援を担う、学生サポーター育成が重要	



1. 障害学生支援における量的課題	

• 支援体制整備

• 支援学生の確保

• 育成のノウハウがない

• 支援スキルと支援ニーズのマッチング	

①高等教育機関との連携	

九州地方・九州大学における地域連携	

②初等・中等教育機関との連携	



2. 高等教育機関との連携について	

– 2.1	九州・沖縄地区障害者支援体制構築に関す
る協議会

– 2.2	大学間連携支援学生研修プログラム	



2.1 九州・沖縄地区 
障害者支援体制構築に関する協議会	

• 目的

–九州・沖縄地区の各大学の情報共有

–障害者支援、支援学生育成等での連携

–対応要領の作成、学内支援体制の構築

• 連携校

–九州・沖縄地区の国立大学11校

• 2014年から原則年1回開催	



2.1 概要	
年月日	

参加者数 	
(参加団体)	

内　　容	 アンケートによる情報共有	

2015/3/9	
36	

(学外24)	

①講演	
　「わが国の障害者施策の動向と大学における今後の対応について」 
　「障害学生支援における『社会的障壁の除去』とは」	

　	

2015/12/1	 35 (12)	

①講演	
　「障害のある学生に対する差別禁止と合理的配慮のあり方について」 
②全体協議：情報共有 

　　　　　　　　 規定・対応要領の作成について	

幹事校からの提案	
　・在籍学生の障害種 
　・支援体制 

　・対応要領の作成 など	

2016	
①7/8 

	
27 (11)	

①講演	
　「障害学生支援に関する九州・沖縄地区の連携」 
②グループ討議：大学間連携、学内の支援体制作り 

　　　　　　　　　　　学生への支援、合理的配慮 
　	

参加校からの提案により、	
グループ協議を構成　	

②11/8	 12(7)	

①情報交換 
　・学内外連携について  　　　　　　　 　　　　　・入試 
　・大学職員への啓発活動周知の方法　　　  ・進路・就職支援 

　・サポーター学生育成 
	

　	

2018/1/30	 27(11)	
①協議事項 
　・合理的配慮についての事例検討・共有の場の設定について　 
　・九州・沖縄地区の大学連携の今後のあり方について　など	

参加校からの提案	
・障害学生の学外実習等について 
・事前的改善措置の対応について 

　など　　　	



2.1 これまでの内容	

• 2014年度 (2015.3.9)
–九州大学全学FDとして開催

• 障害者施策の動向

• 発達障害学生への支援

–参加者の感想

• 関わりへの不安

• ガイドラインの必要性

• 人的、金銭的コスト	

	

	

�



2.1 これまでの内容	

• 2015年度 (2015.12.1)
–参加：11大学＋企業 27名
–内容

①講演：「障害のある学生に対する差別禁止と合
理的配慮のあり方」

②全体協議

　各大学の体制に関する情報共有

• 支援組織名称、組織図、スタッフ構成

• 支援内容、サポーター学生育成など

　規定・対応要領の作成	



2.1 これまでの内容	

• 2016年度①	(2016.7.8)
–参加：11大学＋企業 35名
–内容

①講演：「障害学生支援に関する九州・沖縄地区
の連携」

②グループ討議

• 大学間連携

• 学内の支援体制・組織作り

• 学生への支援

• 合理的配慮



B：学内の支援体制や組織づくり	

•支援体制、窓口（入試課、障害学生支援室）	
•合理的配慮の決定過程は大学ごとに違う	
•合理的配慮を決める場所（決定機関、決定者）	

A：大学間連携（サポーター学生育成、遠隔情報保障等）	
• 単位互換	
•聴覚障害者支援、教員免許取得希望の学生を対象とする
•国大協、九州地区支部における連携

C：学生（修学、対人関係、進路・就職等）への支援	

• 大学と企業の共通理解の場	
•卒後のフォロー	
•学内での就労経験（生協、図書館、カフェ）	

D：合理的配慮	

•合理的配慮の明確な定義
•障害学生に対する教育	
•教職員・学生への啓発	

Ex.	

Ex.	

Ex.	

Ex.	



2.1 これまでの内容	

• 2016年度②(2016.11.8)
–参加：7大学	12名
–内容：情報交換

• 連携：学内外、九州・沖縄地区

• 啓発：FD・SD、学生への周知、セルフアドボカシー

• 入試：聴覚障害、緘黙への配慮

• 就職：発達障害学生へのキャリア支援

• 学生育成

• 大学間連携講習会の開催について	



2.1 これまでの内容	

• 2017年度

–参加：11大学 27名
–内容：協議および承合事項に関する情報共有

–協議事項

• 九州・沖縄地区の大学連携の今後の在り方

• 合理的配慮の決定過程についての事例検討の場

• グレーゾーン学生への対応

• 成績評価に関する基本方針作成
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2.1 各大学の体制に関する情報共有	



2.1 事前アンケートによる情報共有	

• 幹事校からの提案 (2014,15)
–在籍学生の障害種、支援体制、対応要領の作成

–取り組み状況

• 入試、実習、グループワーク、高大連携、就職

• 支援学生育成

• 理解啓発

• 外部支援者の配置

• 制度の整備(長期履修、通称名使用)
• 災害時対応



2.1 事前アンケートによる情報共有	
• 参加校からの提案	(2016)
– 物理的環境の整備

• 事前的改善措置への対応

– 就職支援
• 就職対策障害学生へのアルバイトの斡旋

– 修学上の支援
• 障害のある留学生への対応

• 学生のつまづきを発見するシステム

• 障害学生へのチューター制度導入

• 学内配置介助者

• 講義への出席／欠席の考え方

• 紛争事例

– サポーター学生の育成
• リクルート　　　・謝金



2.1 大学間連携における課題	

• 規模、性質、立地などにより、各大学の状況
や必要とされる支援内容が異なる

–学部数・学生数

–分散型キャンパス

–留学生 （インバウンド・アウトバウンド）



2.九州・沖縄地区における大学間連携について

– 2.1	九州・沖縄地区障害者支援体制構築に関す
る協議会

– 2.2	大学間連携支援学生研修プログラム	



2.2 大学間連携 
支援学生研修プログラム	

• 目的

–支援学生育成に際し、各大学での障害者支援に
関わる活動等を共有し、連携することにより、負
担の軽減を図る

• 内容

–支援技術の習得、およびスキルアップ

–習得した支援技術の指導方法を学ぶ

–障害者支援に関することを学ぶ



2.2大学間連携 
支援学生研修プログラム	

• 2017年度：パソコンノートテイク研修会

　　　　　　　　支援学生交流会

–参加者：学生 14名	(7大学) 教職員：23名	(9大学)
–内容

• 講義 障害学生支援概要 (九州大 田中教授)
　　　　 パソコン文字通訳基礎 (福岡教育大 太田教授)
• 各大学でのピアサポート活動報告	



2.2 大学間連携  
支援学生研修プログラム	

• 意義

–支援学生育成に関するノウハウの共有

–学生交流によるモチベーションの向上

–各大学の置かれている状況を学生自身が感じ、
課題について考える機会

• 課題

–継続性

–支援学生の活躍の場の保障

• 遠隔PCテイク

• 式典での情報保障



•  3. 初等・中等教育機関との連携	
– 3.1 特別支援学校との連携	
– 3.2	高等学校との連携	
– 3.3	小中学校との連携	



3.1 特別支援学校との連携	

•  視覚障害者ガイドヘルプ講習会	
– 障害者支援ピアサポーター(PS)学生活動の一環	
– 講師：福岡県立高等視覚特別支援学校の教員	



3.2 高等学校との連携	

•  多様性理解教育	
– PS学生が講師となる	

•  障害疑似体験	
•  グループディスカッション：支援することの意味	

– 未来の人材育成＋PS学生の多様性理解促進	



3.3 小中学校との連携	

•  発達障害児への学習支援	
– 市教委との連携	
– PS学生が支援者となり、大学受験を目指す発達

障害児へ学習支援を行う	

PS

	

チャレンジプログラム：苦手を補う	

ギフテッドプログラム：得意を伸ばす	

セルフプログラム：自分を知る	ペアレントプログラム	



まとめ	

•  地域連携・大学間連携の意義	
– 情報交換	
– 支援体制構築の手がかり	
– ノウハウの共有	
– 支援と支援者育成をセットで実施	

•  情報交換・共有の一歩先とは	
– 大学横断的なスタンダードの作成	
– 支援人材・スキルの流動的利用システム	
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